
 

 

 

 

 平成 28年 3月 8日（火）に国土交通省鉄道局の水嶋審議官が長崎県庁を訪

問され、九州新幹線西九州ルートの今後の進め方等についての同局側の考えを

別添のとおり説明されました。 

 

 ＦＧＴ量産車の開発・製造が遅れる中で、平成 34年度までの開業を実現す

るためには、本日説明のありました武雄温泉駅での新幹線と在来線特急の乗換

方式は現実的な選択肢であると考えますが、長崎県側からは、去る 2月 10日

の与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームの検討委員会に対してお願いし

ました、開業時期を「平成 34年度から可能な限り前倒しする」という政府・

与党申合せの厳守やその内容を実現するための具体的な対応策の早急なとりま

とめ、地元関係者との調整等を、再度要請するとともに、別添の資料中にある

工事の内容や費用に係る充分な資料の提供を求めました。 

 

 今後、これらの資料等の内容を精査し、県議会、沿線自治体等の御意見も伺

いながら、国や佐賀県、福岡県、ＪＲ九州等の関係者の間での協議を進めてい

きます。 

 

 

 

 

 

九州新幹線西九州ルートに係る国土交通省からの説明について 


